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第
12
回
支
部
執
行
委
員
会
は
10
月
15
日
、
11
人
の
出
席
で
行
い
、

以
下
の
と
お
り
報
告
・
討
議
し
ま
し
た
。

１
．
各
分
会
の
取
り
組
み

①
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
協
会
京
都
事
業
所
分
会

〇
年
末
一
時
金
の
要
求
は
10
月
９
日
に
提
出
。
第
一
次
回
答
指

定
日
は
10
月
22
日
。

②
宇
治
分
会

〇
最
賃
改
定
に
伴
う
賃
上
げ
要
求
を
９
月
25
日
に
提
出
。

２
．
支
部
定
期
大
会
の
開
催
概
要

①
議
案
説
明
の
職
場
集
会
の
開
催

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
西
浦
公
園
、
現
場
に
て
９
月
22
日
。

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
京
都
事
業
所
分
会
、
９
月
26
日
。

○
高
齢
者
会
館
、
９
月
29
日
、
30
日
に
各
２
日
づ
つ
開
催
。

○
宇
治
分
会
、
10
月
４
日
に
宇
治
事
業
団
事
務
所
に
て
。

○
い
ず
れ
も
運
動
方
針
案
へ
の
特
段
の
意
見
は
な
か
っ
た
。

②
次
期
執
行
部
体
制
の
推
薦

○
執
行
委
員
は
定
数
20
人
以
内
と
し
、
現
執
行
委
員
の
推
薦
を

基
本
に
確
認
し
た
。

③
大
会
代
議
員
な
ど
出
席
者
と
大
会
役
員
の
確
認

○
代
議
員
総
数
は
19
人
、
昨
年
出
席
者
の
資
料
を
参
考
に
、
各

事
業
体
へ
選
出
を
お
願
い
し
た
。

○
あ
わ
せ
て
、
代
議
員
よ
り
大
会
諸
役
員
の
選
出
を
検
討
し
た
。

○
大
会
の
議
事
次
第
と
時
間
割
を
確
認
し
た
。

３
．
来
年
度
予
算
案
の
決
定

４
．
今
後
の
取
り
組
み
、
ほ
か

①
京
都
高
齢
者
大
会
（
10
月
18
日
10
～
16
時
、
ラ
ボ
ー
ル
京
都
）

②
事
業
団
高
齢
者
介
護
ヘ
ル
パ
ー
運
動
交
流
集
会
（
11
月
22
日
）

③
建
交
労
中
央
「
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
」
及
び
支
部
独
自
「
職
場
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
実
施
に
つ
い
て

○
特
に
「
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
内
容
の
検
討
。

④
組
織
拡
大
早
朝
駅
前
宣
伝
行
動

11
月
19
日
㈬

新
年
度
第
１
回
支
部
執
行
委
員
会

20
日
㈭

建
交
労
・
組
織
拡
大
宣
伝
（
近
鉄
十
条
駅
ほ
か
）

21
日
㈮

全
国
高
齢
者
部
会
・
全
国
代
表
者
会
議
（
伊
丹
）

22
日
㈯

全
国
雇
用
福
祉
事
業
団
協
議
会
設
立
総
会

事
業
団
高
齢
者
介
護
ヘ
ル
パ
ー
運
動
交
流
集
会

28
日
㈮

南
地
区
労
・
年
金
制
度
改
悪
学
習
会

12
月
11
日
㈭

京
都
総
評
・
組
織
拡
大
宣
伝
（
上
鳥
羽
口
駅
）

南
地
区
労
・
第
30
回
定
期
大
会

17
日
㈬

第
２
回
支
部
執
行
委
員
会

生活のために働きたい高齢者を結集しよう ！ ( ２ )



高齢者差別の後期高齢者医療制度の廃止！( ３ )

事業団で働くみんなのアンケート
職場アンケート にご協力ください!
建交労では例年「事業団などで働くみんなの要求アンケート」を

取り組んでいます。そして今回も支部独自の「職場アンケート」に

も取り組み、合わせて２種類を配布しています。

これらのアンケートにお寄せいただいたご意見は、各事業体の理

事会との懇談会で、職場改善の意見交換を行ったり、国や自治体へ

の要請などの、貴重な資料となり

ます。ぜひ組合員の皆さんの状況

をお書きください。

アンケート用紙と返信用封筒を

同封していますので、早めにご回

答いただき、ご投函ください。

※ソーシャルサービス協会京都事業所分会の方には「介護職場に働

くみんなの要求アンケート」を配布しています。



午
前
９
時
半
に
開
会
し
、

山
内
副
委
員
長
の
司
会
で
、

議
長
に
丹
野
陽
一
代
議
員
、

資
格
審
査
委
員
に
洗
宣
子

執
行
委
員
、
選
挙
管
理
委

員
に
代
議
員
の
小
林
義
治

さ
ん
と
西
尾
誠
一
さ
ん
を

選
任
し
ま
し
た
。

松
永
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
建

交
労
京
都
府
本
部
の
重
村
周
治
委
員
長
、

共
産
党
の
森
吉
治
京
都
府
議
か
ら
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
折
し
も
前
日
に
国
会

で
高
市
首
相
の
所
信
表
明
演
説
が
行
わ
れ
、

防
衛
費
大
幅
増
な
ど
右
翼
的
政
治
姿
勢
が

露
わ
と
な
り
、
懸
念
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
は
山
川
書
記
長
が
活
動
報
告
、
運

動
方
針
、
決
算
と
予
算
を
一
括
し
て
提
案
、

議
案
審
議
・
討

論
の
あ
と
採
決

を
行
い
、
何
れ

も
満
場
一
致
で

採
択
。
続
け
て

新
執
行
部
の
信

任
投
票
を
行
い
、

全
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
を
三
唱
し

て
、
予
定
を
大

幅
に
早
め
て
終

え
ま
し
た
。

高齢者・ 失業者の就労の場拡大強化と事業団運動の前進を！ ( ４ )

10
月
25
日
土
曜
の
午
前
、
京
都
高
齢
者
会
館
４
階
ホ
ー
ル
で
建
交

労
京
都
支
部
の
第
29
回
定
期
大
会
を
行
い
、
代
議
員
17
人
、
支
部
役

員
12
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
活
動
報
告
と
運
動
方
針
、
会

計
報
告
と
予
算
、
次
期
役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

2025年度 京都支部役員

大会で選出されました今期の

支部役員は以下の通りです。

執 行委員長 松永 雅明(現)

副執行委員長 木ノ下貴之(現)

山内 登(現)

書 記 長 山川 真吾(現)

執 行 委 員 青木 弘毅(現)

洗 宣子(現)

大橋 良夫(現)

嘉村 茂(現)

小崎 敏郎(現)

谷本 樹保(新)

丹野 陽一(新)

松本 一真(現)

山田 憲治(現)

会 計 監 査 望月美佐子(新)

京都支部定期大会を開催



大
会
開
催
に
当
た
っ
て
、
当
日
参
加
者

以
外
の
組
合
員
は
委
任
状
を
提
出
、
大
会

当
日
参
加
者
５
名
を
加
え
て
97
％
の
出
席

率
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
は
小
林
さ
ん
を
議
長
に
、
嘉
村
分

会
長
の
議
案
報
告
に
続
い
て
、
議
案
審
議
・

討
論
の
あ
と
採
決
を
行
い
、
何
れ
も
満
場

一
致
で
採
択
。
続
け
て
新
執
行
部
が
信
任

さ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
作
業
内
容
と
時
給
単
価
の

整
合
性
に
つ
い
て
の
組
合
員
か
ら
の
相
談
、

事
業
団
の
経
営
状
況
と
組
合
の
要
求
水
準

な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

職
場
を
守
り
な
が
ら
要
求
実
現
を
図
ろ

う
と
決
意
し
あ
い
ま
し
た
。

（
山
川
）

守ろう ９ 条！ 生かそう 憲法!! なく そう 貧困! ! !( ５ )

宇治分会役員

大会で選出された今期の

分会役員は以下の通り。

分 会 長 嘉村 茂(現)

副 分 会 長 丸尾広人(現)

大橋良夫(新)

分会書記長 北村俊司(新)

分会執行委員 梅原 敏(新)

分会最高顧問 小林義治(現)

11月のまちがいさがし ２つの絵で違いが７ヵ所あります。

晩秋の干し柿づくり （答えは10ページ）

11
月
８
日
午
前
、
宇
治
分
会
第
９
回
定
期
大
会
を
宇
治
高
齢
者
事
業
団
事
務
所
で

開
催
、
活
動
報
告
を
行
い
、
新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。



分
科
会
で
は
、
島
田
け
い
子
京
都
府
議

か
ら
基
調
報
告
、
そ
の
後
、
右
京
区
鳴
滝

の
立
坑
問
題
、
巨
椋
池
干
拓
地
の
車
両
基

地
問
題
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
政
府
予
算
で
も
敦
賀
以
西
の
北

陸
新
幹
線
延
伸
工
事
の
建
設
費
は
見
送
ら

れ
、
調
査
費
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

京
都
府
で
は
延
伸
工
事
の
問
題
を
６
点

に
ま
と
め
、
国
に
問
い
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

①
丹
波
高
原
国
定
公
園
へ
の
影
響
、
②
建

設
残
土
の
処
分

地
と
運
搬
問
題
、

③
京
都
盆
地
の

地
下
水
量
と
水

質
、
④
駅
工
事

期
間
の
交
通
渋

滞
、
⑤
歴
史
的
建
造
物
へ
の
影
響
、
⑥
久

御
山
の
車
両
基
地
の
治
水
対
策
。

参
加
者
討
論
で
は
、
地
下
40
㍍
も
の
深

い
ト
ン
ネ
ル
に
新
幹
線
が
走
る
の
は
初
め

て
の
こ
と
で
、
地
震
な
ど
災
害
時
に
脱
線

し
た
場
合
の
乗
客
救
出
方
法
な
ど
の
、
開

業
後
の
新
幹
線
の
安
全
対
策
へ
の
疑
問
も

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

30
年
以
上
の
工
期
で
生
活
環
境
の
悪
化

な
ど
、
問
題
は
山
積
み
。
今
の
高
齢
者
は

生
き
て
い
る
う
ち
に
完
成
し
な
い
が
、
今

こ
そ
運
動
を
、
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

政
府
方
針
の
「
防

衛
力
強
化
」
の
一
環

と
し
て
、
陸
上
自
衛

隊
祝
園
分
屯
地
（
精

華
町
・
京
田
辺
市
）

に
、
敵
基
地
攻
撃
能

力
保
有
に
伴
う
長
射

程
ミ
サ
イ
ル
の
保
管

庫
を
増
設
す
る
工
事

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
止
め
よ
う
と
、
弾
薬
庫
に
近
い

精
華
町
の
「
け
い
は
ん
な
記
念
公
園
」
で

２
７
０
０
人
の
全
国
集
会
が
行
わ
れ
、
支

部
か
ら
山
内
副
委
員
長
も
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
「
大
軍
拡
・
戦
争
準
備
に
反

対
す
る
全
国
の
皆
さ
ん
と
つ
な
が
り
、
手

を
取
り
合
い
、
戦
争
へ
の
道
を
押
し
と
ど

め
ま
し
ょ
う
」
と
の
宣
言
が
採
択
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
、
平
和
を
守
る
た
め
に
今
こ

そ
声
を
上
げ
よ
う
、
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

介護保険制度の充実と介護労働者の労働条件改善を！ ( ６ )

北
陸
新
幹
線
延
伸
の
建
設
問
題
と
危
険
性

10
月
18
日

第
24
回
京
都
高
齢
者
大
会
第
３
分
科
会

島田けい子府議

二
度
と
戦
争
を
し
た
く
な
い
！

平
和
で
こ
そ
文
化
は
香
り
立
つ
！

10
月
19
日

祝
園
弾
薬
庫
増
設
反
対
集
会
に
参
加

ほ
う
そ
の

恒
例
の
京
都
高
齢
者
大
会
が
、
10
月
18
日
に
ラ
ボ
ー
ル
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
私
た
ち
の
支
部
も
運
営
を
担
当
し
た
第
３
分
科
会
「
京
都
を
縦
断
す
る
北

陸
新
幹
線
延
伸
計
画
と
公
共
交
通
を
考
え
る
」
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。
（
山
川
）



草
刈
り
の
仕
事
も
、
夏
が
過
ぎ
、
秋
口

に
入
る
と
、
段
々
と
除
草
の
仕
事
も
な
く

な
っ
て
き
ま
す
。

パ
ッ
カ
ー
車
か
ら
ダ
ン
プ
カ
ー
に
乗
り

替
え
て
、
市
民
農
園
の
残
土
整
理
に
も
行

き
ま
し
た
。
イ
モ
の
ツ
ル
が
混
じ
っ
た
土

を
一
輪
車
に
載
せ
、
ダ
ン
プ
の
荷
台
に
積

み
上
げ
て
い
き
ま
す
。
イ
モ
の
ツ
ル
が
シ
ョ

ベ
ル
や
ス
コ
ッ
プ
に
引
っ
掛
か
り
、
苦
労

の
連
続
で
す
。

ま
た
、
生
活
保
護
受
給
者
の
人
が
入
院

や
死
去
で
、
家
財
道
具
を
処
分
す
る
仕
事

に
も
行
き
ま
し
た
。
冷
蔵
庫
や
タ
ン
ス
を
、

二
人
が
か
り
で
２
階
か
ら
ダ
ン
プ
に
積
み

込
み
ま
す
。
ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い
た
の

か
？

や
る
せ
な
い
気
持
ち
で
し
た
。

ま
た
、
す
ご
い
異
臭
の
す
る
部
屋
の
整

理
も
あ
り
ま
し
た
。
班
長
の
井
上
さ
ん
が

「
お
前
は
中
に
入
ら
ず
、
外
で
待
っ
て
い

ろ
」
と
気
を
遣
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

異
臭
の
原
因
は
、
ネ
コ
の
死
骸
で
し
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
、
事
務
局
か

ら
、
日
雇
保
険
と
日
雇
い
給
付
の
手
続
き

を
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
ひ
と
月
に
13
日
以

上
働
け
ば
、
仕
事
の
な
い
13
日
間
の
認
定

（
日
雇
い
給
付
）
が
も
ら
え
る
よ
う
で
す
。

１
日
分
の
給
付
金
は
４
１
０
０
円
で
し
た
。

13
日
分
も
ら
え
れ
ば
５
万
円
に
な
り
ま
す
。

事
業
団
の
賃
金
と
合
計
す
れ
ば
、
10
万
円

近
く
に
な
り
ま
す
。

認
定
が
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

緑
化
土
木
の
仲
間
の
皆
さ
ん
と
、
よ
く
飲

み
会
を
し
た
り
、
一
泊
旅
行
へ
も
よ
く
行

き
ま
し
た
。

冬
に
な
れ
ば
、
草
の
仕
事
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
13
日
以
上
の
「
印
紙
」
を

貼
る
た
め
に
、
ペ
ン
キ
塗
り
や
寺
の
墓
掃

除
も
行
き
ま
し
た
。
事
業
団
が
作
っ
た

「
仕
事
く
だ
さ
い
」
ビ
ラ
配
布
な
ど
も
や

り
、
何
と
か
13
日
以
上
の
「
印
紙
」
を
確

保
し
ま
し
た
。

事
務
局
の
皆
さ
ん
も
、
本
当
に
苦
労
さ

れ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

労働組合の社会的使命と役割を果たす中で政治革新の前進を！( ７ )

緑
化
土
木
現
場
の
思
い
出
③

連
載
第
４
回

京
都
高
齢
者
福
祉
事
業
団
Ｏ
Ｂ

木
村

徹
さ
ん

行
雲

流
水



12
月
１
日
㈪

献
茶
祭
／
北
野
天
満
宮

12
月
７
日
㈰

釈
尊
成
道
会
・
大
根
だ
き
／
妙
満
寺
（
岩
倉
）

12
月
８
日
㈪

針
供
養
／
幡
枝
八
幡
宮
・
針
神
社
（
岩
倉
）

は
た
え
だ

国
宝
・
三
重
塔
開
扉
／
浄
瑠
璃
寺
（
木
津
川
市
）

12
月
12
日
㈮

旧
富
岡
鉄
斎
邸
・
一
般
公
開
／
京
・
和
新
庵

（
室
町
通
一
条
下
ル
・
上
京
中
学
校
東
側
）

今
年
の
漢
字
・
発
表
式
／
清
水
寺

12
月
13
日
㈯

大
福
梅
の
授
与
／
北
野
天
満
宮

京
都
駅
ビ
ル
東
広
場
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

12
月
14
日
㈰

義
士
会
法
要
／
法
住
寺
（
三
十
三
間
堂
東
側
）

ぎ

し

え

山
科
義
士
ま
つ
り
／
毘
沙
門
堂
ほ
か

12
月
18
日
㈭

在
釜
か
か
っ
て
ま
す
・
お
庭
で
お
抹
茶
／
無
鄰
菴

ざ

い

ふ

む
り
ん
あ
ん

12
月
20
日
㈯

お
煤
払
い
／
西
本
願
寺
・
東
本
願
寺

す
す

修
験
の
世
界
（
宮
城
泰
年
聖
護
院
門
主
講
演
会
）

し
ゅ
げ
ん

／
ヒ
ル
ト
ン
ガ
ー
デ
ン
イ
ン
京
都
四
条
烏
丸

12
月
21
日
㈰

終
い
弘
法
／
東
寺

し
ま

12
月
23
日
㈫

か
ぼ
ち
ゃ
供
養
／
矢
田
寺
（
寺
町
通
三
条
上
ル
）

12
月
25
日
㈭

終
い
天
神
／
北
野
天
満
宮

し
ま

12
月
31
日
㈬

を
け
ら
詣
り
／
八
坂
神
社

師
走
の
あ
れ
こ
れ

＝

富
岡
鉄
斎＝

し

わ
す

と
み
お
か
て
っ
さ
い

富
岡
鉄
斎
は
幕
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
日
本
画
家
で
、
最
後

の
文
人
画
家
と
呼
ば
れ
た
。
京
都
生
ま
れ
で
、
国
学
、
儒
学
、
仏

典
な
ど
広
範
な
学
問
を
修
め
、
幕
末
に
は
勤
皇
派
の
志
士
と
し
て

も
活
動
。
明
治
以
降
は
各
地
の
神
社
の
宮
司
を
務
め
、
そ
の
後
、

学
問
と
画
業
に
専
念
し
ま
し
た
。
昨
年
が
没
後
百
年
で
し
た
。

旧
富
岡
鉄
斎
邸
の
一
般
公
開
（
12
月
12
～
13
日
）

富
岡
鉄
斎
の
生
家
は
三
条
新
町
に
あ
っ
た
法
衣
商
で
す
が
、
47

歳
の
明
治
15
年
か
ら
89
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
住
ん
で
い
た
建
物
が
、

昨
年
、
文
化
と
産
業
の
交
流
拠
点
「
京
・
和
新
庵
」
と
い
う
貸
会

わ
し
ん
あ
ん

場
に
改
築
さ
れ
ま
し
た
。
管
理
・
運
営
は
京
都
商
工
会
議
所
で
す
。

鉄
斎
の
死
後
、
邸
宅
は
家
族
が
所
有
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭

和
22
年
に
京
都
府
が
買
収
、
府
議
会
議
員
公
舎
と
し
て
活
用
。
老

朽
化
が
進
ん
で
京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
詳
細
調
査
が
行
わ
れ
、
京

都
府
は
京
都
商
工
会
議
所
に
委
託
し
て
整
備
工
事
が
行
わ
れ
た
。

２
階
建
で
あ
っ
た
母
屋
が
平
屋
に
な
り
、
書
庫
が
な
く
な
り
、

建
材
家
財
は
再
利
用
さ
れ
た
が
、
雰
囲
気
だ
け
を
残
し
た
別
物
に

な
っ
た
ら
し
い
。
相
当
朽
ち
て
い
た
そ
う
で
、
致
し
方
な
い
？

こ
う
い
う
施
策
の
一
方
で
、
幕
末
志
士
・
桂
小
五
郎
ゆ
か
り
の

木
屋
町
御
池
上
ル
の
料
理
旅
館
「
幾
松
」
は
、
コ
ロ
ナ
で
廃
業
後
、

い
く
ま
つ

大
阪
の
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
が
買
収
。
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
り
な

が
ら
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
更
地
に
な
り
ま
し
た
。
（
山
川
）

みんなの力で高齢者事業団運動を高めよう ！ ( ８ )

京
都
の
催
事
案
内

有
料
行
事
を
含
む
、
イ
ベ
ン
ト
予
定
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。
主
催
者
の
都
合
や

天
候
等
で
、
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



石
清
水
八
幡
宮
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

京
阪
電
車
で
石
清
水
八
幡
宮
駅
へ
。
こ

こ
か
ら
参
拝
に
は
２
つ
の
方
法
が
あ
り
、

一
つ
は
駅
か
ら
一
気
に
登
る
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
（
所
要
時
間
約
５
分
）
を
利
用
す

る
方
法
。
も
う
一
つ
は
シ
ン
プ
ル
に
徒

歩
で
標
高
約
１
２
０
㍍
、
30
分
程
か
け

て
登
る
コ
ー
ス
。
今
回
は
自
分
自
身
と
連
れ
の
体
調
の
こ
と
も
あ

る
の
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
山
上
に
向
か
い
ま
し
た
。
車
窓
か
ら
は
、

線
路
沿
い
の
木
々
や
ま
ち
の
風
景
を
望
め
ま
し
た
。

山
頂
駅
に
着
く
と
ま
ず
男
山
展
望
台
へ
。
こ
の
場
所
か
ら
見
え

る
景
色
は
、
桂
川
、
宇
治
川
、
木
津
川
の
三
川
が
合
流
し
、
河
川

の
向
こ
う
側
に
京
都
市
内
が
広
が
り
、
西
は
戦

国
時
代
の
要
衝
と
な
っ
た
天
王
山
、
東
は
比
叡

山
・
東
山
の
山
並
み
、
宇
治
の
山
並
み
も
見
渡

せ
る
絶
景
名
所
で
、
あ
わ
せ
て
そ
の
昔
、
戦
国

の
武
将
た
ち
が
夢
を
膨
ら
ま
せ
た
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
ま
だ
少
し
早
い
が
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に

は
多
く
に
人
が
来
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
桜

の
シ
ー
ズ
ン
も
同
様
で
一
層
風
情
が
あ
り
ま
す
。

少
し
歩
い
て
石
清
水
天
満
宮
本
殿
へ
。
「
や
わ
た
の
は
ち
ま
ん

さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
る
境
内
に
は
多
く
の
見
所
が
あ
り
、
南
総
門

前
の
参
道
に
並
ぶ
石
灯
籠
は
荘
厳
な
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
山
上
か

ら
東
に
下
っ
た
一
の
鳥
居
は
、
威
厳
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
社
殿
横

に
は
、
楠
木
正
成
が
必
勝
祈
願
で
奉
納
し
た
樹
齢
約
７
０
０
年
の

く
す
の
き
ま
さ
し
げ

ク
ス
ノ
キ
、
一
の
鳥
居
の
奧
に
は
日
本
最
大
級
の
石
造
塔
の
「
五

輪
塔
」
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
朱
塗
り
の
社
殿
は
、
２
０

１
６
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

社
殿
は
１
６
３
４
（
寛
永
11
）
年
に
造
営
さ
れ
、
10
棟
が
ひ
と

つ
の
建
物
の
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
れ
、
本
殿
は
八
幡
造
と
云
い
、

内
殿
と
外
殿
の
２
つ
が
前
後
に
並
び
、
横
か
ら
見
る
と
屋
根
が
Ⅿ

字
型
に
見
え
る
。
現
存
す
る
八
幡
造
で
は
最
古
か
つ
最
大
規
模
で
、

非
常
に
貴
重
な
社
殿
形
式
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

本
殿
で
の
お
参
り
を
済
ま
せ
、
後
ろ
に
回
り
込
ん
で
い
く
と
、

か
の
有
名
な
発
明
家
・
エ
ジ
ソ
ン
の
碑
が
あ
り
ま
し
た
。
実
は
石

清
水
八
幡
宮
と
は
深
い
つ
な
が
り
で
、
発
明
し
た
「
白
熱
電
球
」

に
は
、
男
山
周
辺
に
生
え
て
い
た
真
竹
が

マ

ダ

ケ

使
わ
れ
て
い
た
そ
う
な
の
で
す
。
そ
れ
を

記
念
し
て
「
エ
ジ
ソ
ン
の
碑
」
が
作
ら
れ
、

毎
年
２
月
に
は
生
誕
祭
が
行
わ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

帰
り
は
歩
い
て
戻
ろ
う
か
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
戻
り
も
ケ
ー
ブ
ル
で
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

高齢者・ 障害者が安心できる社会保障制度の実現を！( ９ )

八
幡
・
石
清
水
八
幡
宮
を
散
策

や

わ
た

い
わ
し
み
ず
は
ち
ま
ん
ぐ
う

建
交
労
京
都
支
部
Ｏ
Ｂ

中
村

崇
さ
ん

エジソンの碑

男山展望台から

石清水八幡宮



労
働
組
合
に
と
っ
て
年
1
回
の
大
会
は
最

重
要
な
行
事
で
す
。
今
年
も
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
▼
そ
し
て

今
年
も
「
大
会
準
備
で
え
ら
い
忙
し
い
で

す
わ
」
と
先
送
り
し
て
き
た
課
題
が
テ
ン

コ
盛
り
。
嗚
呼
こ
れ
も
毎
年
の
こ
と
や
ね
。

高
市
早
苗
さ
ん
と
い
う
人

金
閣
寺
の
現
場
の
作
業
小
屋
で
の
休
憩
中
、

高
市
新
首
相
が
話
題
に
な
っ
た
。
「
日
本

初
の
女
性
総
理
大
臣
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
う
ち
、
お
札
の
顔
に
な
る
や
ろ
な
ぁ
」

「
き
つ
い
顔
の
お
ば
は
ん
や
け
ど
ね
ぇ
」

▼
参
院
選
後
、
国
会
も
開
か
ず
に
自
民
党

総
裁
選
や
ら
内
閣
連
立
交
渉
や
ら
。
や
っ

と
新
首
相
が
決
ま
っ
た
ら
、
な
ん
と
内
閣

支
持
率
82
％
（
毎
日
放
送
）
。
す
ご
い
期

待
値
。
▼
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
大
胆
な
景
気

対
策
を
や
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
？

財
政
赤
字
や
国
家
破
産
や
と
喧
伝
し
、
今

ま
で
増
税
ば
か
り
の
自
民
党
政
治
や
っ
た

か
ら
。
し
か
し…

。
▼
物
価
対
策
は
消
費

税
減
税
と
い
う
声
は
多
い
が
、
首
相
は
国

会
答
弁
で
「
消
費
税
率
の
引
き
下
げ
は
難

し
い
」
。
高
市
さ
ん
、
「
国
の
品
格
と
し

て
食
料
品
の
消
費
税
率
は
0
％
に
す
る
べ

き
」
と
発
言
し
た
の
は
今
年
の
春
や
で
。

▼
ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
来
日
で
の

大
は
し
ゃ
ぎ
ぶ
り
。
品
格
が
な
い
な
ぁ
。

▼
深
夜
３
時
か
ら
首
相
官
邸
に
大
勢
集
め

て
「
勉
強
会
」
。
周
り
の
迷
惑
顧
み
ず
、

労
働
時
間
の
観
念
も
な
く
、
自
己
中
心
性

バ
イ
ア
ス
が
強
い
人
み
た
い
。

（
や
）

( １０ )

まちがいさがしのこたえ


